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主な内容
 Ｐ２ 平成30年第１回定例会概要

 Ｐ8 平成30年第１回臨時会概要

 Ｐ９ 常任委員会報告

 Ｐ１２ 市政を問う「一般質問」　

 Ｐ１９ 議会のうごき

 Ｐ２０ ６月定例会会期日程（案）



294億8,550万円
ピックアップ

【事業目的】
　定住・移住に関する支援を行い、また、婚活支援等の事業を通し、雲仙市内の方の定住及び雲
仙市外の方の移住を促進し、人口減少対策並びに地域コミュニティの維持・活性化を図る。

【事業内容】
①定住促進奨励補助金
・新築住宅取得補助金　・中古住宅購入補助金
②移住促進空き家リフォーム補助金
③空き家活用促進奨励補助金
・空き家物件調査補助金　・家財道具等片付け補助金
④空き家バンク登録奨励金【新規】
空き家等所有者に対し、空き家バンクに登録し、�
契約が成立した場合に奨励金を交付する。
⑤空き家仲介手数料補助金【新規】
空き家バンク入居者に対し、不動産業者に支払った仲介手数料の全部または一部を補助する。
⑥若者UIターン家賃補助金【新規】
市外から転入してくる18歳以上35歳以下の若者世帯に家賃補助金を交付する。
⑦空き家等情報登録制度（空き家バンク制度）
⑧地域おこし協力隊事業（移住促進）
⑨ながさき移住サポートセンター連携事業
⑩婚活支援事業
・婚姻届記念証書贈呈事業
・婚活支援事業補助金【新規】
結婚を望む男女の出会いや交流を目的としたイベントや、異性とのコミュニケーション能力
の向上を目的とした事業を行う団体に対して補助金を交付する。
・婚活応援メールマガジン発信事業

定住促進対策事業� 4,398万1千円
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平成30年度一般会計当初予算

平成30年度事業

【事業目的】
　市民の将来的な安全や安心につながる住宅の性能向上を図るリフォーム対象工事に係る経費の
一部を補助し、経済面の軽減と快適な住環境整備の促進を図り、高齢者等の事故低減を図るとと
もに、住宅の性能を向上させることにより、将来的に空家になる可能性を軽減する。

【事業内容】
○対象者
市税を滞納していない者で、かつ、次のいずれかに該当する者
①市内に住宅を所有し、その住宅に居住している者
②市内に住宅を所有し、改修工事完了後、該当住宅に居住することが確実である者
○対象住宅
持ち家住宅であり、かつ、次のいずれかに該当する住宅
①戸建て住宅（併用住宅の場合は、過半が住宅部分であるもの）
②マンション等の共同住宅で、区分所有者が居住している部分
○補助金額
補助対象工事費50万円以上で補助金10万円／戸

住宅性能向上リフォーム支援事業【新規】� 300万円
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【事業目的】
　雲仙市では、本庁である吾妻庁舎と6総合支所（うち千々石総
合支所は一部本庁機能を有する。）で行政事務と市民サービスを
行っているが、市民サービスの向上と事務処理の効率化を図るた
めに策定した庁舎整備計画に基づき、本庁及び各総合支所の整備
を行う。

【事業内容】
・愛野コミュニティセンター（仮称）の建設
・愛野総合支所　愛野総合支所の解体工事の準備を進める。
・瑞穂総合支所　基本構想を策定した後、設計に取り組む。
・小浜総合支所　基本構想を策定する。

庁舎整備事業� 17億6,715万4千円

（瑞穂総合支所）

（小浜総合支所）
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J1サポーター応援キャンペーン事業【新規】
� 1,207万円

【事業目的】
　V・ファーレン長崎がJ1に昇格したことにより、本県でのホームゲーム開催時の観客の増加が
見込まれ、土日を使って県内に宿泊する観客の増加が期待できることから、サポーターに対し雲
仙市をPRすることにより、本市への宿泊及び観光周遊の促進を図る。

【事業内容】
①�V・ファーレン長崎のアウェイゲーム開催時に、対戦相手の会場で相手サポーターに対し雲仙
市の観光PRを行う。
②�V・ファーレン長崎のホームゲーム開催時に島原半島観光連盟等と連携してV・ファーレン長
崎応援キャンペーンを行う。
③�宿泊者増加に向けOTA（※）に対しホームゲーム当日の
　市内宿泊における割引クーポン（1,000円／人）を付けた
　広告を行う。
　　クーポン合計【2,400人分】（1,000円×800人×3社）

※OTA：オンライン・トラベル・エージェント
　　　　（インターネット上のみで取引を行う旅行会社）

Shonan BMW スタジアム平塚において、観光PR
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【事業目的】
　雲仙市と南島原市で組織する、雲仙・南島原保健組合（一部事務組合）の運営等に要する経費
や、公立新小浜病院の老朽化に伴う建替え経費等を過疎対策事業債等を活用し、構成市負担金と
して組合へ支出することにより、地域医療基盤整備と救急医療体制の確保を図る。

【事業内容】
①組合共通の管理事務に要する経費（議会費・派遣職員人件費など）の構成市負担金
②病院事業（公立新小浜病院）の運営や新病院整備等に要する経費の構成市負担金
※�上記②の構成市負担金は、地方交付税や過疎対策事業債（充当率100％で元利償還金の７割が
交付税措置され、差額は組合より充当されます。）を活用し取り組みます。

【今後の予定】
平成30年度	 建設工事、医療機器等
平成31年度	 建設工事、医療機器、
	 解体・外構工事等
平成31年度末	 新病院開院予定

雲仙・南島原保健組合負担金� 6億116万9千円

公立新小浜病院　完成イメージ
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【事業目的】
　地域住民の安全確保を図るため、下記の事業等を行う。
　　道路改良事業、河川改良事業、急傾斜地崩壊対策事業

【事業内容】（地区別の箇所数）

地区名 箇所数
道路 河川 急傾斜

国　見 3
瑞　穂 5 1 1
吾　妻 8
愛　野 3 1
千々石 4 1
小　浜 3 2
南串山 3

※木場・山領 1
※千々石町と小浜町を結ぶ路線

市道・河川改良及び急傾斜地崩壊対策事業
� 9億8,075万9千円

産業建設常任委員会の現地調査

【事業目的】
　本市の農家においては、後継者不足や従事者の高齢化が進んでいる状況にあるため、「地域お
こし協力隊」制度を活用し、地域の農業活動を支える人材を確保することにより、農業振興と地
域活性化を図る。

【事業内容】
・市内の受入農家を回りながら農業研修を行うとともに、農家の労働力を補う。
・外部からの新たな視点により地域内の資源や魅力等について、情報発信を行う。

【事業目的】
　農家人口の減少・後継者不足により規模拡大を断念している農家を
解消するため、JA島原雲仙が組織する「農援隊」の体制構築を図る。

【事業内容】
　島原雲仙農業協同組合において、将来的な視点に立った方向性が整
理され、農援隊を活用しての規模拡大及び生産の向上に取り組む本市
農家の現状を踏まえ、助成が可能と判断した経費（リース料）につい
て補助する。

★県に登録している農家に限ります。詳しくは農林水産課へおたずねください。

農業支援員事業【新規】� 271万4千円

農援隊支援事業� 148万円
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議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

諮問 第
1
～
6

号 人権擁護委員候補者の推薦について 同　意

議案 第
32
～
50

号 農業委員会委員の任命について 原案可決

議案 第 3 号 雲仙市一般公園条例の制定について 原案可決

議案 第 4 号 雲仙市行政財産使用料条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 5 号 雲仙市特別職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 6 号 雲仙市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 7 号 雲仙市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 8 号 雲仙市個人情報保護条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 9 号 雲仙市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 10 号 雲仙市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 11 号 雲仙市営住宅管理条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 12 号 雲仙市防災会議条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 13 号 雲仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 14 号
企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する
法律の施行に伴う雲仙市固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正
する条例について

原案可決

議案 第 15 号 雲仙市農村地域工業等導入地区における固定資産税の課税免除に関する条
例を廃止する条例について 原案可決

議案 第 16 号 平成29年度雲仙市一般会計補正予算（第６号）案について 原案可決

議案 第 17 号 平成29年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案 第 18 号 平成29年度雲仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案 第 19 号 平成29年度雲仙市下水道事業特別会計補正予算（第３号）案について 原案可決

議案 第 20 号 平成29年度雲仙市国民宿舎事業特別会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案 第 21 号 平成29年度雲仙市水道事業会計補正予算（第３号）案について 原案可決

議案 第 22 号 平成30年度雲仙市一般会計予算案について 原案可決

平成30年第１回雲仙市議会定例会　議決結果
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賛　　否　　表
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ₁₀ ₁₁ ₁₂ ₁₃ ₁₄ ₁₅ ₁₆ ₁₇ ₁₈

結　
　
果

表
決
数

藤
本
淳
次
郎

山
本　

松
一

大
山　

真
一

矢
﨑　

勝
己

渡
辺　

勝
美

佐
藤　

義
隆

林
田　

哲
幸

坂
本　

弘
樹

酒
井　

恭
二

平
野　

利
和

深
堀　

善
彰

上
田　
　

篤

町
田　

康
則

松
尾　

文
昭

大
久
保
正
美

小
畑　

吉
時

小
田　

孝
明

浦
川　

康
二

雲仙市奨学資金貸付基金条例の全部
を改正する条例について

否
決 8:10 ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ● ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ●

副市長の選任について 否
決 8:10 投　票

監査委員の選任について 可
決 19:0 投　票

○賛成　　●反対

議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

議案 第116号 雲仙市奨学資金貸付基金条例の全部を改正する条例について 否　決

議案 第 1 号 副市長の選任について 否　決

議案 第 2 号 監査委員の選任について 原案可決

平成30年�第１回臨時会の概要
平成30年１月29日に第１回臨時会が開催され、議案について採決が行われました。
議決結果は次のとおりです。

議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

議案 第 23 号 平成30年度雲仙市国民健康保険特別会計予算案について 原案可決

議案 第 24 号 平成30年度雲仙市後期高齢者医療特別会計予算案について 原案可決

議案 第 25 号 平成30年度雲仙市下水道事業特別会計予算案について 原案可決

議案 第 26 号 平成30年度雲仙市国民宿舎事業特別会計予算案について 原案可決

議案 第 27 号 平成30年度雲仙市温泉浴場事業特別会計予算案について 原案可決

議案 第 28 号 平成30年度雲仙市水道事業会計予算案について 原案可決

議案 第 29 号 指定管理者の指定について 原案可決

議案 第 30 号 市道路線の変更について 原案可決

議案 第 31 号 市道路線の変更について 原案可決

発議 第 1 号 雲仙市議会会議規則の一部を改正する規則について 原案可決
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討 論

【反対討論】
　奨学金制度の本来の目的は学校に行きた
くても家庭の経済的な理由によって行けな
い人を対象としている。条例改正案では、
保護者の年収が747万円以下となっていて
奨学金を借りなくても済むような世帯も
入っている。雲仙市の平均給与所得は229万
円であり、本当に困っている人を対象とす
べきと考える。県の奨学金返済事業も参考
にされ、更によりよい奨学金貸付条例にす
べきと考え反対する。�【山本  松一 議員】

【賛成討論】
　よりよい雲仙市を作るため負託を受け
ているのが我々議員である。雲仙市の人口
減少に歯止めがかからない現状の中、市当
局より人口減少、定住促進のための議案と
して提案がなされており、雲仙市発展のた
めに応援すべきと考える。人口減少対策に
は、さまざまな策を打ち出していかない
と、後になって後悔することになる。よっ
て本議案に賛成する。�【坂本  弘樹 議員】

【反対討論】
　改正の一部である返済期間の延長には
賛成だ。しかし、①返済免除制度が大学生
だけが対象であり、高校生や専門学校生が
対象外であるのは差別的だ。②申請者が多
い場合の可・不可を決める基準が不明確
である。③就学支援なのか、定住促進なの
か、目的があいまいで目立った効果は得ら
れないなどの理由で反対する。
� 【上田　篤 議員】

【賛成討論】
　平成17年合併時、49,998人が平成29年
12月には42,933人に減ってきている。平
成27年国勢調査では、20～24歳の転出者
が一番多い。今回、市の奨学資金を借りる
農業大学校、短大、大学生等が一人でも多
く市に残ってもらえるようにする条例制
定である。全庁的に各部署が各々、人口対
策に取り組み、一歩でも前に進もうとして
いることを評価し、賛成する。
� 【小田  孝明 議員】

【反対討論】 　
　反対の理由は、１点目、奨学金の免除制度の対象者が、大学生の一部に限定されているこ
とは、専門学生・高校生との格差が生じ、市民に対する公平性を欠くこと。２点目、奨学金
の免除制度で基金減額に対する予算措置が不明確であること。３点目、免除対象者の明確な
選定基準が示されていないことです。県内他市では、各種学校を卒業後、市民として５年以
上住み続けることで奨学金の免除制度を条例化している先例もある。市としても更に免除制
度を再検討されたい。� 【浦川  康二 議員】

◆議案第116号
　雲仙市奨学資金貸付基金条例の全部を改正する条例について
　この条例は、雲仙市奨学資金制度を拡充し、若者の定住促進を図るため、雲仙市奨学資金
貸付基金条例の全部を改正するものであり、平成29年第４回定例会において、文教厚生常任
委員会での審議の結果、「継続審査」となっていたものです。
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常任委員会報告
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全
部
又
は
一
部
を
独

占
し
て
利
用
す
る
際
に
、
申
請
書
の

提
出
が
必
要
と
な
る
。

意
見　
条
例
で
は
、
使
用
時
間
の
制

限
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
市
内

の
公
園
に
お
い
て
、
日
中
及
び
夜
間

に
一
定
の
車
が
駐
車
さ
れ
て
い
る
状

態
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
市
が

管
理
す
る
公
園
内
で
事
件
や
事
故
が

起
き
た
場
合
、
責
任
が
問
わ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
の
で
、
条

例
制
定
を
機
に
、
使
用
の
実
態
把
握

を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
疑　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
を
引

き
上
げ
る
検
討
を
す
る
際
、
他
市
と

の
比
較
は
し
た
の
か
。

答
弁　
他
市
と
の
比
較
を
行
い
、
ま

た
、本
市
の
財
源
状
況
等
も
考
慮
し
、

総
合
的
に
判
断
し
た
。

反
対
討
論　
実
質
賃
金
は
近
年
減
っ

て
き
て
い
る
、
市
民
の
所
得
も
上

が
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
時
期

に
、
特
別
職
の
職
員
の
給
与
を
あ
げ

る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
た
め
、
反

対
す
る
。

賛
成
討
論　

合
併
し
て
１３
年
に
な

り
、
合
併
後
、
初
め
て
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
本
市
の
財

政
状
況
等
も
十
分
議
論
し
、
現
状
の

見
直
し
が
な
さ
れ
た
。
審
議
会
の
答

申
を
尊
重
し
た
上
で
本
議
案
が
提
案

さ
れ
た
と
思
う
の
で
賛
成
す
る
。

質
疑　
定
住
促
進
対
策
事
業
の
中
の

若
者
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
家
賃
補
助
金
に
つ

い
て
、
予
算
額
以
上
の
申
請
が
あ
っ

た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　
申
請
の
状
況
に
よ
っ
て
は
予

算
不
足
と
な
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
の
際
は
、
補
正
を
検

討
す
る
。

質
疑　
新
規
事
業
で
あ
る
議
事
録
作

成
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
の
内
容

は
。

答
弁　
会
議
開
催
時
に
マ
イ
ク
を
通

し
て
話
し
た
言
葉
を
、
機
器
が
自
動

的
に
音
声
を
認
識
し
、
文
字
に
変
換

す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

も
の
で
あ
る
。

質
疑　
新
築
整
備
さ
れ
る
消
防
団
詰

所
は
ど
こ
か
。

答
弁　
千
々
石
支
団
第
８
分
団
と
小

浜
支
団
第
１
分
団
の
詰
所
が
新
築
整

備
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

反
対
討
論　
特
に
問
題
視
し
て
い
る

の
が
社
会
保
障
税
番
号
制
度
シ
ス
テ

ム
整
備
事
業
で
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ

社
会
保
障
、
税
だ
け
の
使
用
目
的
と

な
っ
て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
個
人

の
様
々
な
重
要
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

関
す
る
情
報
が
、
国
民
総
背
番
号
制

度
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
報
道

さ
れ
て
い
る
。
予
算
的
に
は
小
額
で

あ
る
が
、
重
大
な
問
題
を
は
ら
ん
で

い
る
と
思
う
た
め
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論　
平
成
３０
年
度
の
当
初
予

算
は
非
常
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
予
算
だ
と
感
じ
て
い
る
。
雲

仙
市
市
政
推
進
の
た
め
に
は
、
こ
の

積
極
的
な
予
算
を
市
議
会
と
し
て
も

後
押
し
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
た

め
、
賛
成
す
る
。

一
般
公
園
条
例
の
制
定

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
案

付　　託　　案　　件 審議結果

一般公園条例の制定　ほか８件　 原案可決

平成30年度　一般会計予算案　ほか１件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
11
件
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
　
　
務
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質
疑　
今
回
の
主
な
改
正
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

答
弁　
今
ま
で
は
国
民
健
康
保
険
の

住
所
地
特
例
を
受
け
て
い
た
被
保
険

者
が
、
県
外
の
病
院
等
に
転
院
し
75

歳
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
転
出
先
の

住
所
地
の
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
た

が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
長
崎
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険

者
に
な
る
こ
と
へ
の
改
正
で
あ
る
。

質
疑　
高
齢
者
交
通
費
助
成
事
業
に

つ
い
て
、
近
隣
市
が
実
施
し
て
い
る

よ
う
に
バ
ス
等
で
も
利
用
出
来
る
よ

う
に
な
れ
ば
も
っ
と
利
用
者
が
増
え

る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
鉄
道
や
バ
ス
で
使
用
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
れ
ば
使
い
勝
手
は
向

上
す
る
と
考
え
る
が
、
近
隣
市
で
は

金
券
を
発
行
し
て
い
る
た
め
、
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
で
も
使
用
出
来
る
が
本

市
で
は
割
引
方
式
を
採
用
し
て
い

る
。
金
券
で
発
行
し
た
場
合
に
は
事

業
費
が
大
き
く
な
る
こ
と
に
加
え
、

余
剰
分
を
譲
渡
す
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
現
状
の
割
引
方
式
で
実
施
し

た
い
。

質
疑　
み
ず
ほ
温
泉
千
年
の
湯
に
お

い
て
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
は
あ

り
方
検
討
委
員
会
の
結
果
を
基
に
、

市
が
方
向
性
を
決
定
す
る
の
か
。
ま

た
、
今
回
水
中
ポ
ン
プ
の
交
換
費
用

が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
は
、
継
続
あ

り
き
で
考
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

の
か
。

答
弁　
本
施
設
に
つ
い
て
は
以
前
か

ら
運
営
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
見

直
し
が
必
要
と
の
意
見
も
あ
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
、
課
題
を
あ

り
方
検
討
委
員
会
の
中
で
審
査
し
て

頂
き
、
こ
の
ま
ま
継
続
す
る
の
か
将

来
的
に
廃
止
す
る
の
か
に
つ
い
て
意

見
を
頂
く
予
定
で
あ
る
。
そ
の
意
見

を
基
に
最
終
的
に
は
教
育
委
員
会
で

方
針
を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
今
回
計
上
し
た
源
泉
ポ
ン
プ
の

交
換
費
用
に
つ
い
て
は
、
水
中
ポ
ン

プ
の
故
障
等
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
存
続
や
沸
か
し
湯
に
つ
い
て
検

討
す
る
と
地
元
自
治
会
長
と
の
確
認

書
に
も
記
載
し
て
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
審
議
し

て
頂
く
予
定
で
あ
る
。
仮
に
廃
止
と

い
う
方
向
性
が
出
さ
れ
て
も
直
ぐ
に

は
廃
止
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
と
考
え
て
お
り
、
今

回
安
価
な
源
泉
ポ
ン
プ
が

購
入
出
来
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
交
換
費
用
を
計

上
し
て
い
る
。

　
協
議
の
結
果
、
み
ず
ほ

温
泉
千
年
の
湯
運
営
費
に

お
い
て
は
賛
成
多
数
で
以

下
の
附
帯
決
議
を
付
し
て

可
決
す
る
も
の
と
決
定
し

た
。

附
帯
決
議　
み
ず
ほ
温
泉

千
年
の
湯
は
、
毎
年
多
額

の
赤
字
が
発
生
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
も
本
委
員
会
に
お

い
て
、
利
用
者
が
増
加
す
る
よ
う
な

対
策
を
講
じ
る
よ
う
に
要
望
が
な
さ

れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
教
育
委
員

会
の
こ
れ
ま
で
の
答
弁
で
は
、
水
中

ポ
ン
プ
が
故
障
す
る
等
大
規
模
な
補

修
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
施

設
を
継
続
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
の
答
弁
も
あ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
回
、
あ
り
方
検
討
委
員
会

を
設
置
し
て
、
施
設
の
存
続
又
は
廃

止
を
含
め
た
検
討
を
行
う
と
の
説
明

が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
経

費
の
削
減
に
努
め
る
と
共
に
、
利
用

者
の
増
加
促
進
に
努
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
ま
ま
累

積
赤
字
が
増
加
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

施
設
の
廃
止
も
含
め
た
抜
本
的
な
対

策
を
早
急
に
取
り
ま
と
め
る
と
共

に
、
全
庁
的
な
協
議
を
行
い
、
市
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
の
位
置
付
け
を

行
う
の
で
あ
れ
ば
、
他
部
署
へ
の
移

管
を
含
め
た
検
討
を
行
う
こ
と
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
案

付　　託　　案　　件 審議結果

後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例　ほか2件 原案可決

平成29年度一般会計補正予算案　ほか2件 原案可決

平成30年度一般会計予算案　ほか3件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
10
件
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

文
教
厚
生

みずほ温泉千年の湯
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産
業
建
設

付　　託　　案　　件 審議結果

雲仙市営住宅管理条例の一部を改正する条例案 原案可決

平成29年度 一般会計補正予算（第６号）案　ほか３件 原案可決

平成30年度 一般会計予算案　ほか３件 原案可決

指定管理者の指定　ほか２件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
12
件
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

質
疑　
市
営
住
宅
に
単
身
者
は
入
居

可
能
な
の
か
。

答
弁　
２
名
以
上
の
世
帯
入
居
が
原

則
だ
が
、
60
歳
以
上
の
方
や
障
害
者

等
は
単
身
者
で
も
入
居
が
可
能
で
あ

る
。

質
疑　
荒
廃
農
地
等
利
活
用
促
進
対

策
事
業
の
補
助
要
件
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答
弁　
基
盤
整
備
に
お
け
る
農
業
用

排
水
施
設
、
農
道
、
暗
渠
排
水
、
客

土
等
の
総
事
業
費
２
０
０
万
円
未
満

の
も
の
で
、
受
益
者
１
戸
で
も
補
助

対
象
と
な
る
。
補
助
率
95
％
の
補
助

で
あ
る
た
め
、
事
業
主
が
５
％
の
負

担
と
な
る
。

質
疑　
財
政
調
整
基
金
の
残
額
は
、

今
回
の
基
金
繰
入
を
差
し
引
く
と
い

く
ら
に
な
る
の
か
。

答
弁　
５
４
０
万
円
と
な
る
。

質
疑　
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
役
割
は
ど
の
よ
う
に

異
な
る
の
か
。
ま
た
、
推
進
委
員
の

具
体
的
な
仕
事
内
容
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答
弁　
決
定
的
な
違
い
は
、
農
業
委

員
に
は
申
請
に
対
し
て
の
決
定
権
が

あ
る
が
、
推
進
委
員
に
は
な
い
。
推

進
委
員
の
仕
事
は
、
農
地
と
人
を
結

び
つ
け
る
役
割
を
担
い
、
耕
作
を
や

め
よ
う
と
し
て
い
る
方
と
規
模
拡
大

を
考
え
て
い
る
方
を
結
び
つ
け
て
い

く
よ
う
な
現
場
活
動
が
主
な
も
の
と

な
る
。

質
疑　
農
援
隊
支
援
事
業
を
平
成
29

年
度
に
廃
止
し
、
平
成
30
年
度
に
復

活
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
弁　
事
業
創
設
の
と
き
か
ら
自
立

で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
よ
う
に
農
協
へ
お
願
い
を
し
て
き

た
経
緯
が
あ
る
が
、
全
体
的
な
進
展

や
今
後
の
計
画
も
不
透
明
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
事
業
目
的
の
達
成
に
至

ら
な
い
と
判
断
し
、
平
成
29
年
度
は

廃
止
し
た
。
し
か
し
、
今
年
度
に
入

り
、
将
来
的
な
自
立
に
向
け
た
方
向

性
が
一
定
整
理
さ
れ
る
中
で
、
市
と

し
て
も
規
模
拡
大
及
び
生
産
向
上
に

取
り
組
む
本
市
農
家
の
状
況
を
踏
ま

え
、
平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
に
計

上
し
た
。な
お
、従
前
は
農
援
隊
の
賃

金
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
平
成
30
年
度
は
農
作
業
に
使

用
す
る
車
輌
や
移
植
機
等
の
リ
ー
ス

料
に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

質
疑　
同
じ
公
共
施
設
を
同
じ
土
地

改
良
区
の
団
体
へ
施
設
を
貸
し
て
い

る
に
も
係
ら
ず
、
使
用
料
の
徴
収
が

旧
町
間
で
不
公
平
な
状
態
と
な
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
弁　
合
併
後
も
旧
町
の
取
り
扱
い

の
ま
ま
処
理
を
行
っ
て
き
た
が
、
不

公
平
感
が
あ
る
状
況
が
続
い
て
き
た

こ
と
か
ら
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
各
土
地
改
良
区
と
現
在
協
議

を
行
っ
て
い
る
。
少
し
時
間
を
い
た

だ
き
、
是
正
に
向
け
て
最
大
限
努
力

を
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　

多
比
良
港
の
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
対
策
で
、
来
年
度
設
置
予
定

の
１
基
で
は
２
隻
し
か
利
用
で
き
な

い
。
現
状
は
10
隻
ほ
ど
が
係
留
し
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答
弁　
今
年
度
の
設
置
後
の
状
況
を

み
て
、
平
成
32
年
度
ま
で
に
残
り
５

基
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

質
疑　

雲
仙
地
区
運
営
費
に
つ
い

て
、
千
々
石
、
瑞
穂
、
吾
妻
の
３
地

区
よ
り
も
高
額
な
の
は
な
ぜ
か
。

答
弁　
雲
仙
地
区
は
、
一
般
家
庭
に

加
え
て
旅
館
・
ホ
テ
ル
等
の
観
光
客

分
も
処
理
対
象
で
あ
る
た
め
、
市
内

で
一
番
多
い
処
理
水
量
で
あ
り
、
施

設
も
大
型
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

処
理
水
量
に
応
じ
て
電
気
代
や
薬
品

代
等
も
か
か
る
た
め
、
運
営
費
も
高

く
な
っ
て
い
る
。

質
疑　
敷
地
へ
水
道
を
引
き
込
む
と

き
の
舗
装
復
旧
方
法
を
統
一
し
、
掘

削
部
分
の
沈
下
対
策
を
講
じ
る
考
え

は
な
い
か
。

答
弁　
道
路
管
理
者
の
指
示
に
従
っ

て
施
工
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
関
係

部
署
と
一
番
良
い
方
法
を
模
索
し
、

協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
今
回
の
議
案
に
つ
い
て
１０
箇
所
の

現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

雲
仙
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）
案

平
成
29
年
度
雲
仙
市
国
民
宿
舎
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

案

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
案

平
成
30
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算
案

平
成
30
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
案

現
地
調
査
を
実
施
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金澤市政のここが聞きたい

 

町
田
議
員 

　
足
湯
近
く
の
人
か

ら
、
何
百
人
と
来
る
外
国
人
観
光

客
が
和
式
ト
イ
レ
で
、
使
用
し
に

く
く
て
大
変
困
っ
て
い
る
と
聞
い

た
。
和
式
ト
イ
レ
を
外
国
人
は
何

と
言
っ
て
い
る
か
知
っ
て
い
る
か
。

 

秋
山
産
業
部
長 　
分
か
ら
な
い
。

 

町
田
議
員 

　
ス
ク
ワ
ッ
ト
ト
イ

レ
と
言
っ
て
い
る
。
重
量
あ
げ
の

ス
ク
ワ
ッ
ト
と
同
じ
ぐ
ら
い
大
変

な
ト
イ
レ
だ
と
。
市
内
の
観
光
施

設
の
洋
式
ト
イ
レ
状
況
は
。

 

秋
山
部
長 　

洋
式
が
無
い
の

は
、
仁
田
峠
の
第
二
展
望
所
の
男

性
ト
イ
レ
や
雲
仙
バ
ス
停
留
所
の

男
性
ト
イ
レ
、
女
性
ト
イ
レ
（
ど

ち
ら
も
）
で
あ
る
。

 

町
田
議
員 

　
今
は
日
本
人
で
も

和
式
ト
イ
レ
は
で
き
な
い
と
い
う

人
が
多
い
の
に
、
外
国
人
は
な
お

さ
ら
だ
。
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

は
、
平
成
24
年
全
国
で
8
0
0
万

人
だ
っ
た
。
今
年
平
成
30
年
は

3
2
0
0
万
人
と
な
る
予
想
で
あ

る
。
第
二
展
望
所
は
県
の
、
雲
仙

バ
ス
停
留
所
は
島
原
鉄
道
の
所
有

物
だ
。
市
と
し
て
も
、
外
国
人
が

和
式
ト
イ
レ
の
使
用
方
法
を
ど
う

困
っ
て
い
る
か
説
明
し
、
県
や
島

原
鉄
道
に
改
善
を
伝
え
て
も
ら
い

た
い
。

 

秋
山
部
長 　
県
の
施
設
に
つ
い

て
は
県
へ
、
民
間
の
施
設
に
つ
い

て
は
、
国
の
補
助
金
の
動
向
な
ど

の
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、
積
極

的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。
そ
れ
と
、
全
体
的

な
対
応
だ
が
、
市
と
し
て
も
洋
式

ト
イ
レ
の
比
率
を
高
め
る
よ
う
推

奨
し
て
い
き
た
い
。

 

町
田
議
員 

　
市
と
し
て
も
外
国

人
観
光
客
誘
致
を
し
て
い
る
の
で

ト
イ
レ
に
行
っ
て
こ
の
状
態

だ
っ
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
。

スクワットトイレとは
外
国
人
観
光
客
受
け
入
れ
対

策

一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

町田　康則…P12
渡辺　勝美…P13
山本　松一…P13
大山　真一…P14
上田　　篤…P14

坂本　弘樹…P15
平野　利和…P15
矢㟢　勝己…P16
松尾　文昭…P16
佐藤　義隆…P17

浦川　康二…P17
小田　孝明…P18
林田　哲幸…P18

市政を問う 13名の議員が一般質問

町
まちだ

田　康
やすのり

則議員
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一般質問

 

山
本
議
員 

　
減
反
が
廃
止
さ

れ
、
今
後
T
P
P
の
関
税
廃
止
に

よ
っ
て
海
外
か
ら
安
い
米
が
入
っ
て

く
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
小
規
模

農
家
の
競
争
力
が
維
持
で
き
る
対

策
は
あ
る
か
。

 

秋
山
産
業
部
長 　
T
P
P
の
影

響
は
想
定
で
き
な
い
が
、
コ
ス
ト

削
減
を
関
係
機
関
と
連
携
し
推
進

し
た
い
。
中
山
間
地
域
は
耕
作
放

棄
地
が
多
い
の
で
小
規
模
基
盤
整

備
事
業
の
推
進
を
図
り
た
い
。

 

山
本
議
員 

　
小
規
模
基
盤
整
備

事
業
は
、
一
か
所
で
5
ha
で
は
な

く
、5
反
づ
つ
10
か
所
で
も
で
き
る

の
で
市
内
の
農
家
に
周
知
徹
底
し

て
活
用
で
き
な
い
か
、ま
た
モ
デ
ル

地
区
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

 

秋
山
部
長 　
事
業
の
周
知
徹
底

を
図
り
た
い
。
モ
デ
ル
地
区
も
推

進
チ
ー
ム
で
研
究
し
た
い
。

 

山
本
議
員 

　
外
国
人
観
光
客
誘

客
の
た
め
、
雲
仙
温
泉
の
S
N
S

情
報
発
信
の
Wi-

Fi
を
雲
仙
地
獄

や
仁
田
峠
に
整
備
で
き
な
い
か
。

 

秋
山
部
長 　
地
獄
付
近
は
硫
黄

土
火
山
ガ
ス
で
短
期
間
で
故
障
す

る
懸
念
が
あ
り
、
実
施
し
て
い
な

い
。
仁
田
峠
は
県
と
民
間
所
有
地

だ
が
、
今
後
更
に
要
望
し
た
い
。

 

山
本
議
員 

　
職
員
の
時
間
外
労

働
は
、
過
労
死
ラ
イ
ン
の
月
80
時

間
を
超
え
て
い
な
い
か
。

 

岸
川
総
務
部
長 　
月
80
時
間
を

超
え
て
い
る
職
員
は
45
名
。

 

坂
本
教
育
次
長 　
小
学
校
延
べ

31
名
、
中
学
校
延
べ
2
5
5
名
。

 

山
本
議
員 

　
特
に
教
員
は
授
業

以
外
の
業
務
が
多
く
長
時
間
労
働

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
当
に
子
供

と
向
き
合
う
時
間
が
取
れ
て
い
る

の
か
心
配
し
て
い
る
。
部
活
動
指

導
員
配
置
促
進
事
業
の
検
討
を
お

願
い
す
る
。

減反耕作放棄地対策は

 

渡
辺
議
員 

　
農
産
物
等
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
の
計
画
は
。
ま
た
、

雲
仙
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
拡
大
と
経

費
の
助
成
及
び
支
援
策
は
。

 

金
澤
市
長 　
私
が
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
う
こ
と
で
よ
り
高
い
効

果
が
見
込
め
る
場
合
は
、
生
産
者

や
販
売
者
な
ど
の
関
係
機
関
と
調

整
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

秋
山
産
業
部
長 　
販
売
促
進
対

策
に
対
す
る
経
費
の
2
分
の
1
の

助
成
、
商
品
を
安
全
に
出
荷
す
る

た
め
の
対
策
経
費
の
3
分
の
1
、

販
売
の
拡
大
P
R
の
支
援
に
つ
い

て
は
対
象
経
費
に
つ
い
て
2
分
の
1

を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
。

 

渡
辺
議
員 

　
企
業
誘
致
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
は
。

 

冨
永
商
工
労
政
課
長 　
12
社
の

誘
致
企
業
が
立
地
協
定
と
し
て
雲

仙
市
と
結
ん
で
い
る
。

 

渡
辺
議
員 

　
平
成
30
年
度
か
ら

減
反
制
度
が
廃
止
に
な
る
が
、
今

後
の
取
り
組
み
は
。

 

秋
山
部
長 　
米
の
生
産
数
量
目

標
の
配
分
が
国
・
県
及
び
市
に
つ

い
て
廃
止
。
か
わ
り
に
国
が
示
す

全
国
ベ
ー
ス
の
需
給
見
通
し
等
の

情
報
を
も
と
に
、
県
全
体
の
生
産

面
積
の
目
安
を
設
定
し
、
各
市
町

に
提
示
す
る
。
米
の
直
接
支
払
交

付
金
は
、
同
時
に
廃
止
。
水
田
活

用
直
接
支
払
交
付
金
は
、
継
続
。

 

渡
辺
議
員 

　
戦
略
作
物
と
は
。

ま
た
交
付
金
の
単
価
は
。

 

秋
山
部
長 　
麦
、
大
豆
、
飼
料

作
物
、
飼
料
用
米
等
の
新
規
需
要

米
の
こ
と
を
指
す
。
麦
、
大
豆
、

飼
料
作
物
は
、
転
作
し
た
場
合

10‌

a
当
た
り
3
万
5
千
円
で
、
飼

料
用
米
、
米
粉
用
の
米
は
、
5
万

5
千
円
か
ら
10
万
5
千
円
の
単
価

だ
。
野
菜
、
花
き
・
花
木
等
は
、

1
万
円
で
あ
る
。

トップセールスは

耕
作
放
棄
地
対
策
は

雲
仙
温
泉
に
Wi-

Fi
整
備
を

長
時
間
労
働
に
つ
い
て

農
産
物
の
販
売
促
進

農
業
施
策
は

渡
わたなべ

辺　勝
かつみ

美議員

山
やまもと

本　松
まついち

一議員
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金澤市政のここが聞きたい

 

上
田
議
員 

　
平
成
30
年
度
は

「
生
活
保
護
」
の
見
直
し
が
さ
れ

る
が
、
そ
の
内
容
と
影
響
は
ど
う

な
る
か
。

　
共
産
党
は
国
会
で
生
活
保
護
の

改
善
の
緊
急
提
案
を
し
て
い
る
が

ど
う
思
う
か
。

（
提
案
の
内
容
　
①
名
称
を
生
活

保
障
法
と
す
る
。②
制
度
の
広
報
、

周
知
を
義
務
付
け
る
。
③
「
水
際

作
戦
」
を
根
絶
す
る
。
④
捕
捉
率

の
向
上
に
努
め
る
）

 
金
澤
市
長 　
本
市
で
は
、
す
べ

て
の
申
請
を
受
理
し
て
お
り
、
制

度
に
つ
い
て
も
周
知
を
行
っ
て
い

る
。
提
案
は
国
会
に
お
い
て
審
議

さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

 

長
田
健
康
福
祉
部
長 　
政
府
は

生
活
扶
助
費
を
都
市
部
を
中
心
に

最
大
5
％
引
き
下
げ
る
方
針
。
本

年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
、
32
年
度

に
は
総
額
2
1
0
億
円
の
削
減
見

込
み
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
地

方
の
小
規
模
自
治
体
で
は
増
額
と

な
る
ケ
ー
ス
も
多
く
見
込
ま
れ
、

雲
仙
市
で
は
減
額
の
影
響
は
少
な

い
と
考
え
る
。

 

上
田
議
員 

　
憲
法
第
25
条
に
は

「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権

利
を
有
す
る
」
と
あ
る
。「
健
康

で
文
化
的
な
」
と
い
う
と
こ
ろ
が

大
事
だ
。

 

長
田
部
長 　
生
活
保
護
法
第
8

条
第
1
項
で
「
保
護
は
、
厚
労
大

臣
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
測
定
し

た
要
保
護
者
の
需
要
を
基
と
し
て

…
」
と
あ
る
。
市
は
こ
れ
を
適
切

に
実
施
す
る
。

 

上
田
議
員 

　
ぜ
ひ
、
そ
の
姿
勢

で
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
。

健康で文化的な生活は

 

大
山
議
員 

　
若
者
世
代
の
減
少

傾
向
を
踏
ま
え
た
定
住
促
進
対
策

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
定
住
対

策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

 

金
澤
市
長 　
若
者
の
定
住
促
進

を
本
市
の
喫
緊
の
課
題
と
と
ら

え
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
子
育

て
支
援
対
策
や
雇
用
を
生
み
出
す

施
策
に
加
え
て
、
さ
ら
に
若
者
世

代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
新
た
な

施
策
や
事
業
に
着
手
し
、
人
口
問

題
を
克
服
す
る
た
め
の
総
合
的
な

政
策
と
し
て
強
力
に
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
今
後
と
も
全
庁

一
丸
と
な
っ
て
人
口
問
題
の
克
服

を
目
指
し
、
本
市
の
将
来
像
の
実

現
に
向
け
て
精
一
杯
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

 

大
山
議
員 

　
人
口
流
出
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
は
。

 

岸
川
総
務
部
長 　
若
者
世
代
の

働
く
場
の
確
保
が
大
変
重
要
で
あ

る
。
人
口
減
少
が
加
速
し
て
い
る

現
状
で
は
、
市
外
へ
勤
務
し
な
が

ら
雲
仙
市
内
に
住
ん
で
も
ら
う
と

い
う
視
点
も
必
要
で
あ
る
た
め
、

若
者
世
代
に
と
っ
て
住
み
や
す
い

地
域
と
す
る
こ
と
、
ま
た
子
育
て

世
代
支
援
策
の
充
実
を
さ
ら
に

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

 

大
山
議
員 
　
市
民
満
足
度
を
高

め
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
視
点

が
必
要
と
考
え
る
か
。

 

岸
川
総
務
部
長 　
市
長
が
常
に

申
し
て
い
る
市
民
目
線
、
立
ち
位

置
で
市
民
満
足
度
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
職
員
一
人
一
人
が
強
く
意

識
し
て
業
務
に
あ
た
る
こ
と
。
ま

た
、
市
民
主
役
、
市
民
総
参
加
を

念
頭
に
、
市
の
事
業
成
果
に
つ
い

て
情
報
公
開
を
し
っ
か
り
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

人口減少問題の施策
若
者
世
代
の
定
住
対
策
は

市
民
満
足
度
の
向
上
は

「
生
活
保
護
見
直
し
」
の
影

響

大
おおやま

山　真
しんいち

一議員

上
うえ だ

田　篤
あつし

議員
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一般質問

 

平
野
議
員 

　
医
療
保
険
料
の
徴

収
方
法
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
保

険
料
は
年
6
回
年
金
か
ら
引
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
制
度
上

4
月
、
6
月
、
8
月
が
仮
徴
収
。

10
月
、
12
月
、
2
月
が
本
徴
収
と

な
っ
て
お
り
高
齢
者
に
は
わ
か
り

に
く
い
。
後
の
本
徴
収
が
高
額
に

な
る
と
多
く
引
か
れ
た
よ
う
な
感

が
し
、
年
金
が
減
っ
た
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。
年
額
は
同
じ
な
の
で

均
等
に
金
額
を
設
定
し
て
ほ
し
い
。

 

松
田
地
域
振
興
部
長 　
仮
徴
収

と
本
徴
収
が
大
き
く
異
な
っ
た
場

合
、
特
別
徴
収
さ
れ
る
額
に
つ
い

て
、
年
間
を
通
じ
て
で
き
る
だ
け

均
等
に
な
る
よ
う
、
平
準
化
の
措

置
が
あ
る
。
被
保
険
者
の
利
便
性

の
観
点
か
ら
均
等
に
す
る
よ
う
導

入
に
向
け
て
研
究
を
す
る
。

 

平
野
議
員 

　
国
保
税
の
徴
収
回

数
は
、
他
市
と
違
い
8
期
の
支
払

い
と
な
っ
て
い
る
。
年
間
保
険
税

は
同
じ
で
8
回
で
納
め
る
保
険
税

を
10
回
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
1

回
の
保
険
税
を
軽
減
す
る
こ
と
に

な
り
、
重
く
感
じ
る
保
険
税
支
払

い
感
を
軽
く
で
き
る
。
検
討
を
。

 

山
本
市
民
生
活
部
長 　
国
保
財

政
運
営
県
統
一
の
状
況
下
で
、
県

内
各
市
町
の
多
く
が
10
期
で
あ
る

こ
と
か
ら
納
期
10
期
へ
の
改
正
に

向
け
て
検
討
を
す
る
。

 

平
野
議
員 

　
様
々
な
案
が
出
て

い
る
が
地
元
の
方
々
か
ら
、
早
く

活
用
を
し
て
く
れ
と
の
声
を
も
ら

う
。
方
向
性
を
尋
ね
る
。

 

岸
川
総
務
部
長 　
県
と
連
携
し

な
が
ら
情
報
交
換
を
密
に
行
っ

て
、
進
め
て
い
く
。

高齢者・国保保険税は

 

坂
本
議
員 

　
寒
い
時
期
の
朝
、

曇
っ
て
全
く
見
え
な
い
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
が
数
多
く
あ
る
が
、対
策
は
。

 

金
澤
市
長 　
設
置
当
初
の
曇
り

止
め
の
表
面
加
工
は
経
年
劣
化
に

よ
り
効
果
が
薄
れ
る
。
他
自
治
体

の
取
組
や
新
技
術
製
品
の
情
報
収

集
に
努
め
、調
査
研
究
し
て
い
く
。

 

山
本
市
民
生
活
部
長 　
専
門
業

者
か
ら
の
情
報
で
も
今
の
と
こ
ろ

対
策
が
な
い
。
今
後
も
調
査
を
十

分
し
て
い
く
。

 

坂
本
議
員 

　
森
林
内
の
道
が
荒

れ
果
て
て
通
行
で
き
な
い
箇
所
が

多
々
あ
る
。
修
復
を
。

 

秋
山
産
業
部
長 　
市
道
以
外
の

農
林
道
は
農
地
保
全
事
業
で
対
応

で
き
る
と
考
え
る
。

 

松
本
建
設
部
長 　
市
道
に
つ
い

て
は
、利
用
者
が
限
定
さ
れ
る
場

合
、関
係
者
の
施
工
に
よ
る
原
材
料

支
給
等
の
助
成
事
業
、も
し
く
は

公
共
土
木
事
業
で
の
対
応
と
な
る
。

 

坂
本
議
員 
　
先
の
二
つ
の
事
業

は
申
請
か
ら
早
く
て
も
1
年
程
度

時
間
を
要
す
る
が
、
緊
急
の
場
合

は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

 

秋
山
部
長 　
現
地
を
確
認
し
た

上
で
、
対
応
を
考
え
る
。

 

松
本
部
長 　
現
地
の
状
況
を
精

査
し
、
関
係
者
と
協
議
の
上
、
必

要
な
対
応
を
考
え
て
い
く
。

林内路網の修復を
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
曇
り
止
め

は

林
内
路
網
の
修
復
を

高
齢
者
医
療
保
険
は

国
民
健
康
保
険
税
は

多
比
良
港
埋
立
地
の
今
後
は

坂
さかもと

本　弘
ひろき

樹議員

平
ひら の

野　利
としかず

和議員

荒れ果てた作業道

曇ったカーブミラー
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金澤市政のここが聞きたい

 

松
尾
議
員 

　
事
業
を
す
る
上

で
、
相
続
権
の
問
題
で
未
相
続
地

が
多
い
。
耕
作
者
の
権
利
で
事
業

に
参
加
で
き
な
い
か
。

 

秋
山
産
業
部
長 　
事
業
着
手
前

に
、
計
画
区
域
内
の
農
地
全
て
の

相
続
関
係
を
調
査
し
、
事
業
進
捗

に
対
す
る
影
響
が
少
な
く
な
る
よ

う
対
策
を
取
っ
て
い
る
。

 

松
尾
議
員 

　
振
興
対
策
事
業
と

し
て
赤
土
の
客
土
事
業
が
行
わ
れ

て
い
た
が
、な
ぜ
終
了
し
た
の
か
。

 

秋
山
部
長 　
振
興
対
策
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
赤
土
バ
レ
イ

シ
ョ
と
し
て
付
加
価
値
が
向
上

し
、
銘
柄
も
確
立
さ
れ
た
事
を
受

け
、
平
成
27
年
度
で
終
了
し
た
。

必
要
に
応
じ
て
農
業
近
代
化
資
金

等
の
融
資
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

 

松
尾
議
員 

　
野
井
地
区
の
農
業

振
興
地
域
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

今
後
工
業
団
地
と
し
て
、
指
定
を

受
け
る
事
は
で
き
な
い
の
か
。

 

秋
山
部
長 　
地
区
か
ら
要
望
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
農
地
集

団
で
基
盤
整
備
等
は
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
バ
レ
イ
シ
ョ
の
赤
土

を
客
土
さ
れ
た
所
も
あ
り
、
野
井

地
区
種
馬
鈴
薯
共
同
倉
庫
も
保
有

す
る
。
バ
レ
イ
シ
ョ
を
中
心
と
し

た
優
良
農
地
で
、
具
体
的
な
工
業

団
地
計
画
が
な
い
現
時
点
に
お
い

て
は
見
込
め
な
い
。

 

松
尾
議
員 

　
社
会
教
育
主
事
の

業
務
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

坂
本
教
育
次
長 　
現
在
2
名
の

職
員
が
社
会
教
育
主
事
と
し
て
発

令
さ
れ
て
い
る
。
社
会
教
育
に
関

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

 

松
尾
議
員 

　
教
育
の
日
の
設
置

に
つ
い
て
の
考
え
は
な
い
の
か
。

 

山
野
教
育
長 　
教
育
の
日
と
し

て
特
別
に
、
設
定
し
な
く
て
も
、

日
々
毎
日
が
、教
育
の
日
で
あ
る
。

農業振興と社会教育

 

矢
㟢
議
員 

　
防
災
用
離
岸
堤
を

利
用
し
た
海
岸
の
再
整
備
と
レ

ジ
ャ
ー
施
設
を
誘
致
で
き
な
い
か
。

 

金
澤
市
長 　
高
潮
対
策
と
砂
浜

の
侵
食
対
策
等
の
面
か
ら
調
査
研

究
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

 

秋
山
産
業
部
長 　
既
設
堤
防
が

基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
30
年
度

に
調
査
す
る
計
画
で
あ
り
、
結
果

に
基
づ
き
具
体
的
な
対
策
工
法
の

研
究
を
進
め
て
い
く
が
、
防
災
対

策
が
優
先
す
る
。

 

矢
㟢
議
員 

　
当
市
の
小
中
学
校

の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
他
市
に
比
べ

て
大
変
遅
れ
て
い
る
。
早
急
に
設

置
に
向
け
て
調
査
研
究
す
べ
き
だ
。

 

坂
本
教
育
次
長 　
多
角
的
な
教

育
視
点
か
ら
総
合
的
な
判
断
が
必

要
。
整
備
に
多
額
の
費
用
を
要
す

る
。
整
備
に
特
化
し
た
有
利
な
国

庫
補
助
情
報
を
注
視
し
な
が
ら
研

究
し
て
い
く
。

 

矢
㟢
議
員 

　
運
転
免
許
証
返
納

制
度
と
タ
ク
シ
ー
券
助
成
制
度
の

申
請
等
を
簡
素
化
す
る
た
め
に
関

係
機
関
と
協
議
し
て
制
度
改
善
が

で
き
な
い
か
。

 

山
本
市
民
生
活
部
長 　
県
の
公

安
委
員
会
が
管
轄
で
あ
る
た
め
、

ま
ず
は
地
元
の
雲
仙
警
察
署
に
伝

え
る
。

千々石海岸の再開発を

矢
やざき

﨑　勝
かつみ

己議員

松
まつ お

尾　文
ふみあき

昭議員

千
々
石
海
岸
の
再
開
発
と
防

災
用
離
岸
堤
の
多
様
な
機
能

を

学
校
に
早
急
な
エ
ア
コ
ン
設

置
を

交
通
弱
者
対
策
は

千々石海岸

土
地
改
良
事
業
は

社
会
教
育
は
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一般質問

 

浦
川
議
員 

　
過
去
3
年
間
の
社

会
動
態
及
び
自
然
動
態
の
推
移
は
。

 

岸
川
総
務
部
長 　
平
成
27
年
か

ら
3
年
間
の
社
会
動
態
は
、
転
入

者
に
対
し
て
転
出
者
が
4
6
7

人
、2
4
2
人
、1
2
6
人
と
年
々

縮
少
し
て
い
る
。
自
然
動
態
は
、

出
生
に
対
し
て
死
亡
が
2
9
8

人
、3
0
4
人
、3
9
1
人
と
年
々

増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

 

浦
川
議
員 

　
社
会
動
態
で
は
年

平
均
2
7
7
人
の
減
、
自
然
動
態

で
は
、同
3
3
1
人
が
減
で
あ
り
、

過
去
3
年
間
で
も
年
平
均
6
0
8

人
の
人
口
減
少
と
な
っ
て
お
り
、

雲
仙
市
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
っ
て
い
な
い
。

 

浦
川
議
員 

　
過
去
3
年
間
の
婚

活
支
援
に
よ
る
成
婚
数
と
、移
住・

定
住
支
援
に
よ
る
移
住
世
帯
数
は
。

 

岸
川
部
長 　
婚
活
支
援
に
よ
る

成
婚
数
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
2

組
、2
組
、1
組
の
計
5
組
で
あ
る
。

 

井
手
政
策
企
画
課
長 　
移
住
世

帯
数
は
、
27
年
度
か
ら
1
世
帯
、

8
世
帯
、
10
世
帯
で
あ
る
。

 

浦
川
議
員 

　
婚
活
支
援
に
よ
る

成
婚
数
3
年
間
で
5
組
は
、
雲
仙

市
3
年
間
の
成
婚
数
4
3
6
組
に

比
較
し
て
、
極
め
て
低
い
成
果
で

あ
る
。
市
の
婚
活
支
援
は
、
民
間

団
体
へ
の
支
援
程
度
で
あ
る
が
、

市
が
主
体
と
な
り
、
専
門
部
署
を

設
置
し
て
取
組
む
考
え
は
な
い
か
。

 

金
澤
市
長 　
雲
仙
市
の
職
員
の

定
数
等
も
あ
る
の
で
、
関
係
部
局

と
協
議
す
る
。

 

浦
川
議
員 

　
婚
活
支
援
は
、
人

口
減
少
問
題
克
服
の
重
要
施
策
で

あ
る
。
市
自
ら
本
気
で
婚
活
支
援

に
取
組
ま
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

人口減少問題の克服は

 
佐
藤
議
員 

　
安
全
上
の
見
地
に

よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
今
後
、
ど

の
よ
う
な
整
備
を
検
討
し
て
い
く

の
か
尋
ね
る
。

 

金
澤
市
長 　
千
々
石
海
水
浴
場

は
砂
浜
が
海
水
に
よ
り
浸
食
さ
れ

て
、
石
及
び
根
固
め
ブ
ロ
ッ
ク
が

露
出
し
、
安
全
に
海
水
浴
場
と
し

て
運
営
が
で
き
な
い
た
め
、
昨
年

6
月
に
廃
止
し
た
。

　
千
々
石
海
岸
は
、
昭
和
45
年
に

島
原
半
島
県
立
公
園
と
し
て
制
定

さ
れ
、
そ
の
後
、
日
本
の
自
然
1

0‌

0
選
と
日
本
の
白
砂
青
松
1‌

0 

0
選
に
選
定
さ
れ
た
海
岸
で
あ
る

の
で
、
今
後
も
海
岸
の
景
観
を
損

な
わ
な
い
よ
う
管
理
に
努
め
る
と

と
も
に
、
活
用
策
に
つ
い
て
も
研

究
し
た
い
。

 

佐
藤
議
員 

　
海
水
浴
場
跡
地
を

海
浜
公
園
と
し
て
整
備
す
る
考
え

は
な
い
の
か
。

 

秋
山
産
業
部
長 　
当
海
岸
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
防
災
と
自
然
景

観
保
護
の
両
面
を
決
定
し
た
上

で
、
整
備
計
画
を
策
定
し
活
用
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

 

佐
藤
議
員 

　
市
歌
が
完
成
し
、

昨
年
11
月
の
市
民
音
楽
祭
の
場

で
、
初
披
露
さ
れ
た
が
、
市
民
に

対
し
て
の
普
及
活
動
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

 

岸
川
総
務
部
長 　
市
の
歌
を
普

及
す
る
た
め
保
育
園
や
各
学
校
に

配
付
し
、
防
災
無
線
か
ら
の
時
報

に
も
活
用
し
て
行
く
予
定
で
あ
る
。

千々石海水浴場の今後

佐
さとう

藤　義
よしたか

隆議員

浦
うらかわ

川　康
やすじ

二議員

元千々石海水浴場

海
水
浴
場
閉
鎖
後
の
環
境
対

策
は

雲
仙
市
歌
の
啓
発
は

人
口
動
態
の
推
移
は

婚
活
・
定
住
支
援
の
取
組
は
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金澤市政のここが聞きたい

 

林
田
議
員 

　
本
分
野
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
、
そ
の

取
り
組
み
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

評
価
を
し
て
い
る
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
出
会
い
・
結
婚
の

分
野
で
は
こ
れ
ま
で
市
民
グ

ル
ー
プ
や
各
種
団
体
が
地
域
を
活

性
化
し
た
い
な
ど
の
思
い
か
ら
、

婚
活
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
う
い
っ
た
団
体
と
連
携
を

図
り
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、

結
婚
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、

結
婚
に
対
す
る
意
識
改
善
や
、
出

会
い
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
、
第
一
印
象
向
上
等
を
目
的
と

し
た
婚
活
講
座
な
ど
を
実
施
し
て

き
た
。
次
に
、
移
住
定
住
に
関
す

る
支
援
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
に
対

応
す
る
た
め
、
新
築
及
び
中
古
住

宅
の
取
得
を
支
援
す
る
定
住
促
進

奨
励
補
助
金
、
空
き
家
活
用
促
進

奨
励
補
助
金
、
移
住
促
進
空
き
家

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度
を
創
設

し
、
定
住
・
移
住
に
関
す
る
支
援

を
行
っ
て
き
た
。

　
若
者
世
代
の
減
少
は
、
出
生
数

や
地
域
経
済
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
と
危
機
感
を
感
じ
、
若
者
の

定
住
促
進
に
資
す
る
対
策
に
つ
い

て
は
、こ
れ
ま
で
の
施
策
に
加
え
、

取
り
組
み
可
能
な
施
策
や
事
業
に

着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
、
平
成
30
年
度
当
初
予
算
案
に

お
い
て
新
た
な
施
策
を
盛
り
込
ん

だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、「
出
会
い・結
婚・移
住・

定
住
」
を
含
め
、
人
口
減
少
対
策

に
は
特
効
薬
的
な
対
策
は
な
い
と

考
え
て
お
り
、
今
後
、
中
長
期
的

な
立
場
か
ら
事
業
の
検
証
を
行

い
、
反
省
点
や
課
題
を
整
理
し
な

が
ら
効
果
的
な
事
業
の
構
築
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

施政方針暮らしと安心

 

小
田
議
員 

　
埋
立
地
の
動
き
が

全
く
見
え
な
い
が
そ
の
見
解
は
。

 

金
澤
市
長 　

人
口
減
少
が
進

み
、
雇
用
の
確
保
が
厳
し
い
本
市

で
は
、
約
29‌

ha
の
広
大
な
面
積
が

確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
や

賑
わ
い
の
創
出
、
市
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
の
活
用
等
多
く
の
可
能

性
を
持
っ
た
土
地
で
あ
る
。
約

14‌

ha
の
埋
立
地
は
県
と
連
携
し
て

誘
致
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い

る
。
平
成
29
年
度
は
取
水
量
及
び

水
質
を
把
握
す
る
た
め
水
源
調
査

を
実
施
し
た
。
県
は
多
比
良
港
の

港
湾
整
備
を
進
め
て
お
り
整
備
が

完
了
し
た
ら
港
湾
を
利
用
す
る
企

業
の
誘
致
に
弾
み
が
つ
く
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。
約
15‌

ha
の
未
埋

立
地
の
早
期
の
埋
め
立
て
や
埋
立

地
へ
の
新
た
な
進
入
口
の
設
置
を

県
に
要
望
し
て
い
る
。

 

岸
川
総
務
部
長 　
多
比
良
港
埋

立
地
の
企
業
誘
致
に
は
、
複
数
の

企
業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
が

あ
っ
て
い
る
が
、
現
段
階
で
報
告

で
き
る
ま
で
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

 

小
田
議
員 

　
農
家
の
労
働
力
不

足
を
補
う
外
国
人
実
習
生
の
住
宅

支
援
は
で
き
な
い
の
か
。

 

秋
山
産
業
部
長 　
認
定
農
業
者

が
外
国
人
雇
用
の
場
合
年
利
0
・

16
～
0・3
％
の
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
が

利
用
で
き
る
。市
内
の
空
き
家
等

を
活
用
で
き
る
よ
う
紹
介
し
た
い
。

 

小
田
議
員 
　
市
内
の
実
習
生

数
は
。

 

秋
山
部
長 　

男
性
76
名
女
性

3
8
4
名
。

 

小
田
議
員 

　
3
年
間
生
活
す
る

技
能
実
習
生
が
好
感
を
持
っ
て
帰

国
で
き
る
よ
う
文
化
祭
、
市
民
音

楽
祭
等
に
案
内
で
き
な
い
か
。

 

山
野
教
育
長 　

実
習
生
の
意

向
、
事
業
所
の
協
力
等
あ
れ
ば
、

関
係
部
署
と
研
究
す
る
必
要
が

あ
る
。

どうする国見の埋立地

小
お だ

田　孝
こうめい

明議員

林
はやしだ

田　哲
てつゆき

幸議員

多
比
良
港
埋
立
地
の
地
方
創
生

技
能
実
習
生
の
住
宅
支
援

「
出
会
い
・
結
婚
・
移
住
・

定
住
」
分
野
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議会のうごき
3月6日（火）
公立新小浜病院施設建設に伴う
財源措置に係る国等への要望活動
　公立新小浜病院施設建設に伴う過疎対策
事業債の発行について、地元選出国会議員
や関係省庁に対し要望活動が行われ、元村
議長が参加しました。公立新小浜病院は、今
後移転し、新たな病院施設の建設を予定して
おり、その財源確保が重要となります。

3月18日（日）
雲仙普賢岳溶岩ドーム崩壊対策
砂防堰提嵩上げ工事完成式

　完成式典が島原市の大野木場砂防みら
い館で開催され、坂本産業建設常任委員
長が出席しました。この嵩上げ工事の完
成により、これまで以上に下流域住民の
安全が確保されることになりました。

3月16日（金）
木指小学校卒業証書授与式

　児童数の減少などから閉校となり、4月から
小浜小学校に統合される木指小学校の最後の
卒業証書授与式が行われ、元村議長が出席し
ました。卒業生2人を11人の在校生や保護者
の方々、先生、来賓の皆様が温かく見守り、大
変感動的ですばらしい卒業証書授与式でした。

3月28日（水）
愛野・小浜バイパス建設に関する署名簿提出
　雲仙市婦人会連絡協議会の代表者他多
数の市民代表者が愛野・小浜バイパス建設
に伴う要望書を中村知事に手渡しました。
　この要望書は雲仙市で17,778名分、南
島原市で17,558名分の合計35,336名分
の署名があり、両市市民の切なる要望とし
て提出されたものであります。
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議会を傍聴してみませんか？
平成30年第2回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は

6月7日（木）～ 6月29日（金）です
■一般質問　　6月11日（月）～ 6月14日（木）
■議案質疑　　6月18日（月）
■委 員 会
　　文教厚生常任委員会　　6月19日（火）・20日（水）
　　産業建設常任委員会　　6月20日（水）・21日（木）
　　総務常任委員会　　　　6月21日（木）・22日（金）

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。

　新年度も始まり、子ども達も元気
に通学しているのを見ると、こちら
も元気になります。新年度予算が決
まり、市民皆様にお伝えする議会報
ができました。
　人口減少を食い止める為に様々な
施策を考えて、雲仙市が取り組んで
おります。この一年、市民の皆様の
ご意見を頂戴して、より良い雲仙市
となるよう活動して参ります。近く
の議員に声をおかけください。
� （平野　利和）

議会広報編集特別委員会
委 員 長　渡辺勝美
副委員長　平野利和
委　　員　矢㟢勝己、大山真一
　　　　　山本松一、藤本淳次郎

　「議会だより」へのご意見ご感想がありましたら、
議会広報編集特別委員会（議会事務局）までお寄せく
ださい。

お知らせ

時の人

　私は、雲仙市国見町出身で昭和52年全国高校総体で
九州初の優勝を経験し、法政大学を経て、現在の前橋
育英に指導者として赴任しました。
　当初は、サッカー部はやんちゃな生徒の集まりで練
習どころではなく、本当に苦労しました。しかし、徐々
に力をつけてきて、こちらが本気でぶつかり生徒達も
本気になって取り組むようになり、今回3度目の決勝
進出で優勝することができました。何度失敗してもあ
きらめず、たゆまず立ち向かっていくことの大切さ、
今回の優勝ではっきりしたと思います。そこに「成長」
と「進化」が生まれてきます。これからも国
見の魂をもって頑張っていく覚悟であります。

前橋育英高等学校　校長・サッカー部監督

山
やま
田
だ
　耕
こう
介
すけ
氏

第96回全国高校サッカー選手権大会
全国優勝
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